豊栄病院患者総合支援センター　いするぎ通信　平成２８年１２月

もう年末です。今年の仕事を終わらせなくては。
今月も、いするぎ通信をお届けします。
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　　　　　　　　臨床検討会のお知らせ

日時；平成２９年１月１０日（火）　午後６時３０分
場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

講演１：「非循環器科病棟における循環器急性疾患―心不全増悪の初期対応、心電図モニターの判読―」　　　　　　　　新潟大学医歯学総合病院　　

循環器内科　特任助教　飯嶋賢一　先生
講演２：「心房細動の抗凝固療法とアブレーション療法」　　　　　　　　　新潟大学医歯学総合病院　
循環器内科　　　助教　　佐藤光希　先生
共催：第一三共製薬株式会社
次回は、新潟大学循環器内科より来られている両先生に講演をお願いいたしました。分かりやすい講演内容となりますので、多数の参加をお願いいたします。参加希望の方は、患者総合支援センター天木までお願いします。待っています。
●えむえすだぶりゅー日誌：森です。
　施設入所中に肺炎で入院した81歳女性です。難病の通院治療しながら、ご主人の介助で生活されていましたが、ご主人が亡くなり３年前から施設入所されていました。入院中に他県在住の長女さんから、「退院後は連れて帰って在宅介護したい」との申し出があり、退院のお手伝いをすることになりました。ご本人は要介護5で寝たきり状態、今回の入院で胃瘻造設し在宅では医療系の在宅サービスの調整も必要でした。又、他県へ転居の為、通常の在宅サービスの調整以外に、住所・介護保険・難病認定変更手続き等煩雑な事務手続きの他、難病の医療機関・胃瘻管理の医療機関を探し、搬送には民間救急の手配も必要でした。長女さんは他県の自宅と新潟とを何度も行き来し、病院・ケアマネ・役所・保健所と手続きを進めました。ご相談から１ヵ月半、十分に準備を整えて退院されました。ご本人の状態と在宅への退院との間には相関は無いのだと実感したケースでした。
●ほーかん日誌：私が探しに行きます！
地震！　怖かった　不安になりました。
3.11　東日本大震災を思い出しました。あの時、訪問中に　地震！　なかなか　揺れが治まらず　不安と恐怖で「外に出ますか？」と声をかけましたが高齢の男性は「私は、いい　もう歳だからここにいる」と。揺れが治まり、家族もいたので　病院に戻りました。途中の保育園では、園児が外に出した布団の上に座り避難していました。でも、戻った病院は普段の光景でした。騒いでいるのは私だけ？一人暮らしの高齢の方の安否確認に行くと布団の中にいました「ありがとう！ありがとう！」と　拝んでいただき、体の不自由な方の不安の大きさを実感。今　思うと　外に出るのではなく　頭を守りテーブルの下に身をかくす　行動が良かった　など反省。災害は、いつやってくるか分かりません。災害マニュアルを少しずつですが　見直して備えを呼びかけ　訪問看護でできることを考えています。訪問に出るときは、訪問先を明記しています。夜間も夜警の方に行き先を告げています。災害がないことを祈りますが、どうか私たちの事も探してください（真実）。
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編集忘年会はいろんな「逃げ恥」のダンスを見ることになるだろうと覚悟しています。副院長柄澤良
豊栄病院　福祉連携センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

[image: image1.jpg]


